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EPAの抗不整脈効果､ MAP短縮抑制効果が相殺された(平均頻度: 6･Oj=1･8回, MAP短縮率
-32.0士4.0%, P'0.05)｡心室筋のKATPのmRNA発現について定量的RT-PCRで検討したところ､
EPA群では心筋膜KTPの主要成分であるKir6･2の発現が有意に抑制されていた(GAPDHとの比:
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ャネルを介する事が示唆されたoさらに､ RT･PCR､ Westernblot法などの分子生物学的手法を用いて､ EPA
が心筋膜KATPの主要成分であるKir6.2の発現を抑制することを明らかにした｡
これらの結果より､長期EPA投与がKir6.2の発現抑制を介して心筋膜KATP活性を抑制し､虚血心筋の電
気的不安定性および敦死性不整脈の発生を抑制することが示された0本研究は､魚油およびN･3 PUFAの突
然死予防効果の機序を明らかにした臨床的意義の高い研究であると考えられる｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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